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１．目的  

 富栄養化した池沼でしばしば異常増殖する藍藻類は，毒の分泌やフロックの形成によって外敵から食べられ

にくいばかりか，エサとしての質も低いことが脂肪酸組成の観点から指摘されている 1）。すなわち 20：5ω3

や 22：6ω3 といったω3 系列の脂肪酸の欠如である。これらの脂肪酸は珪藻や渦鞭毛藻に多く存在し，動物

の成長に重要な役割を果たしていることが知られている。その一方で藍藻は，珪藻や渦鞭毛藻にはほとんど含

まれないω6 系列の必須脂肪酸である 18：2ω6 を有している。ω3，ω6 系列の脂肪酸はそれぞれ動物の生息

に不可欠であり，動物種ごとに最適なω3/ω6 があると考えられている。しかし水生動物におけるω3/ω6 は

一般的に 1以上の値をとり，水生動物にとってω3系列の脂肪酸の要求量が相対的に大きいことが示唆されて

いる。このことはω3系列の脂肪酸を多く含む珪藻や渦鞭毛藻が藍藻より餌としての要求を満たしていること

を示している。逆に言えば，ω3/ω6 が 1 未満の値をとる動物にとっては珪藻や渦鞭毛藻よりもω6 系列の脂

肪酸を含む藍藻の方が餌として需要が大きい可能性がある。そこで本研究では藍藻の摂食が確認されている 2）

タニシに着目した。タニシにω6系列の脂肪酸に対する嗜好性があれば，タニシによる藍藻の摂食は選択的に

生じる可能性があり，食物連鎖に乗りにくい藍藻を物質循環に組み込む働きが期待される。本研究では複数の

現場におけるタニシとフンの脂肪酸組成からタニシのω3，ω6 系列の脂肪酸に対する同化の実態を調査し，

タニシのω3，ω6系列の脂肪酸に対する嗜好性を評価した。 

２．実験方法 

２．１  実験に用いたタニシ 

宮城県阿川沼近接の水田（7 月，9 月），同県栗原市内の溜池（10 月）にてタニシを採集した。採集したタ

ニシはそれぞれ実験室内にて，体内の摂食物を排出させるために，阿川沼のろ過水内でフンの排出が見られな

くなるまで 3～4 日間馴致した。フンは適宜回収し分析まで冷凍保存した。 
２．２ 脂肪酸分析 

 凍結乾燥したタニシ軟体部，フンを分析に供試した。脂質の抽出には Mfilinge らの方法 3）を用いた。分析

はキャピラリーカラム（VARIAN, Inc. CP-Select CB for FAME, 0.25mm, 100m）を装填したガスクロマトグ

ラフィー（島津製作所 GC-17A）で行い，標準物質としてスペルコ社製の spelco37，bacterial FA， PUFA-3
を用いてリテンションタイムにより脂肪酸の同定を行った。またピーク面積より各脂肪酸の割合を計算した。 
３．結果と考察 

 タニシ，フンそれぞれのω3/ω6 を図 1 に示した。タニシ脂肪酸組成のω3/ω6 は 0.2～0.4 の範囲内に全て

のデータが収り，ω6 系列の脂肪酸が多かったのに対し，フンのω3/ω6 は 1.5～3.8 と値がばらつき，ω3 系 
列の脂肪酸が多かった。各生物には最適なω3/ω6 が存在すると言われているが，季節や採集場所に関わらず

タニシのω3/ω6 は 0.2～0.4 を示した。タニシにとっては 0.2～0.4 がその適正値であると考えられ，ω6 系列 
の脂肪酸に対する要求がω3 系列の脂肪酸より大きいことが示された。フンのω3/ω6 の変動が大きかったの 
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                 図 1 タニシとフンのω3/ω6 
 

表 1 淡水生物のω3/ω6 
生物種 ω3/ω6 出典 

Hydropsyche spp./トビケラ 2.8～6.9 

Isopods/等脚類 1.4～1.8 

Ephemerella spp./カゲロウ ～5.5 

Oligochaete/貧毛類 ～3.5 

Torres-Ruiz 2007 

Oreochromis/魚 1.4～4.2 Zenebe 1998 

Grayling/魚 3.6～6.0 Ahlgren 1999 

タニシ/巻貝 0.2～0.4 本要旨 

 
はタニシ体内のω3/ω6 を適当な範囲である 0.2～0.4 に収束させるための調整機能，すなわち選択的な同化の

反映であると考えられた。表 1 に示したように淡水生物は一般的にω3 系列の脂肪酸が卓越しており，タニシ

におけるω6 系列脂肪酸の卓越は特徴的であることが分かった。 
４．まとめ 

 藍藻は毒を有しており，藍藻がタニシにとってよい餌となり得るかを判定するためには，さらに詳細な研究

が必要であるが，タニシはω6 系列の脂肪酸を選択的に同化していることが明らかとなり，ω6 系列の脂肪酸

を有する藍藻はタニシの餌として，脂肪酸組成の観点からは適切であると考えられた。 
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